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はじめに 
 

 この報告書の第一号を出したのが昨年の 6 月だったので、７ヶ月前ということになる。なかなかの歳月だが、

いったいなにが進んだというのか。もう冬が本気を出して、冷たい風をぼんぼん送り込んできているではな

いか。すこし前までは「この冬には小屋を建てて一発目の温床を仕込んで、仮眠くらいできたらいいな」など

と寝ぼけたことを考えていた。とんでもない。いま現場にあるのは畳一条ほどの小さな倉庫だけである。あと

は版築で使う土の配合比が決まったくらいである。昨年秋に甲州街道沿いで集めた大量の落ち葉は、ビニ

ール袋の中でぼちぼち腐敗し始めている。この落ち葉をいったいどうする気なのか。見通しが甘すぎた。 

 しかし京都でレンタカーを借りて土地を探したり、千葉で土地を買ったり、版築という方法を勉強しに長野

に行ったり、草刈りをしたり、小さいけど発電所も兼ねた倉庫を作ったり、まあまあ、それなりに動いていたか

らいいかと自分を納得させつつ、しかしここから先はどんどん人を巻き込みながら、作業をがしがし進めてい

きたい、そんで今年の夏には気化熱の冷房をびっくりするくらい機能させて、冬には落ち葉の暖房でぽか

ぽかになってやるぜ、と決意を固くした。 

 そのためには「設計図」が必要だ。敷地のどこに温床を置き、版築の小屋を置き、駐車スペースを確保す

るのか。「設計図」を描いて決めなくてはならない。大学生のころ「ダンボールででかい空間を作ってみたい」

と思いついて、橋本くんと吉野さんという二人の友人を誘って代々木公園に行ったことがある。そのとき橋本

くんは言っていた。「家をつくるには『設計図』が必要だ」この言葉が妙に頭に残っていて、私はなにかモノ

を作ったりするときにいつも、橋本くんが金閣寺のように出現して、「設計図が必要だ」と言う。 

 今回も橋本くんに従い、１月１２日、土地を買った時にもらった書類を広げて現地の寸法を見ながら 1/333

に縮小した敷地図（図 64）を描いた。なぜ１/333 というややこしい縮尺になってしまったのかは自分でもわ

からない。図面を引くのが久しぶりすぎた。ググってみたら、333 は「エンジェルナンバーである」という検索

結果がずらっと出てきた。「天使があなたになんらかのメッセージを伝えている」らしい。 

図 64 
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 昼間に作業を始めたのに、描き終えたころには窓の外が暗くなり始めていた。「さて、いまからここに駐車

スペースを、版築の小屋を、温床を、畑を描き込んでやるぜ」と鉛筆を握るのだが、素人が人力で現地作業

を行う以上、「こっちのほうが地面も平らで作りやすい」など様々な想定外が起こり、それらを解決しながら進

めていくことを想像しはじめてしまった。するともう机上で全体の配置を計画する気になれなくなった。あとで

変更点が山盛りになることが見え透いているからである。なので事前に設計図を描くのではなく、作った物

を後で実測して図面に描きこんでいくことにした。 

 たぶん、私にはこの方法が合っている。もちろん何かをつくることを脳内で決め、個別にその作りかたを考

え、必要に応じて図面を描きもする。だが前もって作りたいものをきっちりと図面に落とし込み、それをただ

現場で再現するのは、退屈なのでやる気になれない。ちょっと場当たり的でコロナ禍の日本政府みたいだ

が、そうではない。「構想→実現」という一方向の矢印でものごとを進めるのは、たとえば建築家が工務店に

工事を発注するような、あるいは出版社が印刷会社に発注するような、金銭のやり取りが発生する資本主義

空間では当たり前のことだが、これはアートプロジェクトなのだ。構想と実現が双方向の矢印で結ばれるよう

な、構想が実現を促し、同時に実現されたものが構想にも還元されるような、絵画や彫刻の制作プロセスに

近い道筋で進めていくべきである。「…実現→構想→実現→構想…」という連鎖が 1 秒ごとに進み、無限に

連なっていくようなイメージである。暫定的に描いた道筋に沿ってとりあえず着手はするが、進めるうちにそ

れがどんどんズレていき、最終的に自分でも予想外のものが出てくることを肯定する。あるいは先生と生徒

が絶えず反転するような、教えていたはずが教えられていたような場所。そこに人を巻き込んでいきたい。 

 最初にちゃんと図面を描いて、それを何度でも描き直せばいいじゃないかという話もあるが、それはめん

どくさいのである。その代わり、ものが出来上がった時には、これ以上ないくらいに描き込んで、絵画なのか

図面なのかわからないくらいの作品にする。私が過ごした時間と、協働した人々との履歴を全てぶちこむく

らいのものにする。 

 単に設計図が引けませんでした、ということを言い訳がましく書いてしまったが、進め方を確認できたので

よしとする。そしてこれを、天使からのメッセージなのだと思うことにした。 

 

井戸掘り道具の自作準備 

 敷地図を描いたことでよいこともあった。作るべきものの順番がはっきりした。 

 井戸→コンポストトイレ→「村上勉強堂」本体（骨組み→屋根→版築の壁→内装）→落ち葉の温床→気化

熱冷房に向けた外壁工事 という順番になるだろう（この間のどこかに、駐車場の整備も入る）。 

 落ち葉を発酵させるにせよ、気化熱で冷やすにせよ、大量の水が必要なので、まず井戸を掘らなければ

ならない。当初は雨水でまかなうプランだったが、名古屋で行った『広告看板の家』（本報告書第一号参照）

の経験を思い出し、いつも水が使える状態にするためにも、井戸掘りは必須だろうと結論した。 

 先にトイレを作るべきではないかという気もするが、DIY 井戸掘りについて調べているうちに、私はすっかり

「井戸を掘ってみたい」モードになってしまったので、１月１４日に井戸掘り道具を自作した。 

 ネットで「井戸掘り DIY」と検索すると、ホームセンターで買える材料で道具を自作して自力で井戸を掘っ

ている先駆者たちが一万人くらいいるのではないかと思えるほどヒットする。人によっては同じ敷地に八ヶ所

も掘ったりしている。掘りすぎではないか。 
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 みんな同じような方法で掘っているので、彼らの方法をいくつか勉強して、素直にその通りにやってみるこ

とにした。主に参考にしたのは Youtuber の吉田克也氏の動画（https://www.youtube.com/@makihisao86）

である。吉田克也氏は、肩肘を張りすぎない語りがちょうどよく、ストレスなく見ていられた。数ある井戸掘り

動画の中から、彼の動画を五本くらい見た上で作業に取りかかった。他にも（https://www.doitmyself.net 

/idohori）や（https://wulong.jp/ido.html）などのブログを参照した。 

 購入したものは（図 65）の通り。列挙すると、以下が近所のホームセンター「ユニディ」で買ったものある。 

 

 ・塩ビ VU50 管 1m×1 本          ・VU50 管延長ソケット 1 個 

 ・VU50→20 管異径ソケット 1 個      ・塩ビ VU75 管 2m×3 本 

 ・VU75 管延長ソケット 4 個         ・塩ビ VP20 管 2m×5 本 

 ・VP20 管延長ソケット 4 個         ・塩ビ管用接着剤 

 ・塩ビ管切断用ノコギリ            ・厚さ 0.5mm のステンレス板（10cm×20cm） 

 ・M3 小ねじ 3mm×16mm(６本入)     ・ステンレス蝶番（棚で一番小さかったやつ） 

 ・金切り鋏                    ・ガラ袋 

 

 

 

 

図 65 
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 このほかにインターネットで、ハンドオーガと呼ば

れる園芸用のドリルを購入した 

 （https://onl.bz/cwksvtJ、図 66） 

 

 合計 19,608 円。 

 

また制作に際して使った道具は以下の通り。 

 ・インパクト 

 ・インパクト用 0.25mm 鉄鋼ドリルビット 

 ・プラスドライバー 

 ・ディスクグラインダ 

 ・適当に小さなビス数個 

 

井戸掘り道具の制作 

 井戸掘り道具は以下で

構成される（図 67：この三

つがあれば、10m 程度は

自力で掘れるとのこと）。 

  

 

①	井戸堀り機 

（水を入れた穴の底を

突きまくることで掘り進

める） 

  

②	井戸枠 

（井戸の外枠。地面に

埋め込み、この中を掘

り進める） 

 

③	延長したハンドオ

ーガ 

（ドリルをぐりぐり回して

掘り進める） 
 図 67 

図 66 



 

 69 

《夏の家 冬の家》計画改め《村上勉強堂》計画に関する報告書 No.5 

自家製井戸掘り機の製作と現地での井戸掘り一日目、ご近所への挨拶、永遠  
作成者：村上 慧 

 2023 年 1 月 27 日 

●井戸堀り機の作りかた 

 使い方は後ほど説明するとして、まず道具の作り方をまとめておく。ステンレス板を金切り鋏で切り、蝶

番で留め、（塩ビ管内の泥を堰き止めるための）弁を作る（図 68左上）。弁は VU50管の延長ソケット内に

ぴったりはまるサイズ（図 68 右上）。60cm に切った VU50 管に排泥用の大穴を開け、先端に先ほどの弁

を取り付け、反対側に異径ソケットをつけて VP20 管に接続する（図 68 左下と右下）。これで完成。 

 

 

 塩ビ管の接続は専用の接着剤で行う。念のた

め、（図 69）のように小さなビスを打ち、抜けるのを

防ぐ（接着剤だけでも十分に強力なので、やらなく

てもいいかもしれない）。 

 

 

 

 

 

 

 

図 68 

図 69 
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●井戸枠の作りかた 

 VU75 管の先端から 60cm くらいのところまで、ドリルで 2.5mm の穴を開けまくる（図 70 左）。そこに、土

にめり込みやすいようギザギザに切った延長ソケットを取り付ける（図 70 右）。これで完成。 

 

●ハンドオーガの延長 

 購入したオーガをグラインダで半分に切断し、VP20 管に差し込む（図 71 上）。これはたまたま、買って

いたオーガの柄と VP20 管がピッタリはまったのだ。非常に盛り上がった。それからドリルで VP20 管とオ

ーガの柄を貫通する穴を開け、ボルトとナットで固定する（図 71 下）。反対側にはオーガのハンドル部分

を差し込み、同じように固定。これで三つの道具が完成し（図 72）、 

1 月 19 日、日帰りで最初の井戸掘り作業をやってみることにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 70 

図 71 図 72 
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井戸掘りデビュー 

 井戸掘りの手順は（図 73）の通り。この要領で作業を進め、一般的に「浅井戸」と呼ばれるような、6~8m く

らいの深さまで掘ればいいだろうと考えた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図 73 



 

 72 

《夏の家 冬の家》計画改め《村上勉強堂》計画に関する報告書 No.5 

自家製井戸掘り機の製作と現地での井戸掘り一日目、ご近所への挨拶、永遠  
作成者：村上 慧 

 2023 年 1 月 27 日 

 

 当日はアトリエメイトでパートナーの内田涼さんが手伝いにきてくれた。私以外の人間が敷地に来たのは

初めてである。内田さんは敷地の印象として「思っていたよりも住宅街の奥まったところにあって、すこし目

線を遮るものがあるだけでテントも張れそう。見晴らしもよくて、いつまでも居られる」と言っていた。 

 まずスコップで掘る（図 74 左上と右上）。わかっていたことだが、どこまでいっても石などの障害物がなく、

粘土質で柔らかいことが幸いし、10分ほどで 80cm まで掘ることができた。次にオーガでぐりぐりとまわし掘っ

ていく（図 74左下）。だがあまり手応えがなく、すぐに井戸枠を突っ込んで（図 74右下）その中に水を入れ、

図 73 の⑤の要領で掘り始めた。 

 問題はすぐに発生した。井戸掘り機で穴の底を突いて

いたら、二回くらい泥を捨てた時点で、蝶番の隙間に泥

が詰まってしまい、弁として機能しなくなっていた（図

75）。 

 実はこの井戸掘り機の弁、多くの人はゴム板を使ってい

たのだが、Youtuber の吉田氏がゴム板だとすぐにちぎれ

てしまったので、蝶番と金属板で作ってみたら最後まで壊

れなかった、とのことだったので、それに倣ったものだった。 

図 74 

図 75 
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 まさか先回りした対策が凶とでるとは思わなかった。吉田氏が掘っていたのは砂の多い土地だったので蝶

番が機能したが、ここは粘土層なので相性が悪い、ということかと思われる。土地によって方法が変わってく

るということだろう。 

 蝶番が壊れたとき、正直わくわくした。素人が人力でやる面白みはこういうところにあるのだ。どこでも同じ

方法でものごとは進められる、というのは産業革命以降の考え方であり、それは面白くもなんともないし、そ

んなことを続けているから私たちが生きる世界は環境から孤立してしまい、ほんとうは存在しない「効率」など

という概念がさも大事であるかのような認識を持ち、魂は自然から切り離され、自分達が本当は何を求めて

いるのかわからなくなってしまい、音楽も映画も文学も情報に過ぎないと勘違いしているのである。 

 さて、壊れた弁を作りなおさなければならない。すぐに近くのコメリに行って２種類（1mm 厚と 3mm 厚）のゴ

ム板を買ってきた。 

 

＜とつぜんのコラムコーナー＞ 

 ちょうどお昼の時間だったので、コメリの帰りに、駐車場がバカ広いセブンイレブンに寄って、私はざるそばと、

「にゃむにゃむおやつ」という在庫処分コーナーで見つけたお菓子（いつも思うのだが、コンビニの在庫処分コ

ーナーにあるものが商品棚に並んでいるところをみたことがない）を、内田さんは豚汁うどんを買って、車内で

ランチタイムとなった。 

 駐車場は混んでいた。４０台くらい停められそうな敷地だったが、ほとんど埋まっていた。みんな仕事のお昼

休憩にここへ来て弁当を買い、車内で一人ないし二人組でランチタイム（というよりもカロリー補給という感じか）

を過ごしていた。隣の車ではなんらかの施設の受付らしき制服を着た女性が一人で、スマートフォンを速度メ

ーターのところに立てかけ、動画を見ながらサラダランチ弁当と持参した白米を一緒に食べていた。車は次々

と駐車場から出ていくが、すぐにまた新しい車が入ってきて、コンビニで食糧を入手して車内で食べ、また去っ

ていく。 

 12 年前、全財産が 1,200 円〜50,000 円くらいで推移していた、もっとも貧乏だった時代、私は浅草のシェア

ハウスに住んでいた。近所のコンビニのオーナーがとてもよくしてくれて、私たちはそこで出た廃棄弁当を定期

的に横流ししてもらい、栄養（というよりもカロリーというべきか）を補給していた。 

 賞味期限が切れたコンビニ弁当の米は小さなゴムのようで、味がなかった。それでいてプラスチック片のよう

にパサパサで、箸ですくおうとすると一粒ずつにバラけてしまい、口まで運ぶのが難しかった。とてもこれが、あ

の炊き立てほくほくの美味しい白米と同じものだとは思えなかった。私はコンビニ弁当の寿命について考えた。

これらの弁当は、せいぜい２、３日前に賞味期限が切れただけである。たった数日でこれほど劇的に様態が変

わってしまうとは、いったいどういうことなのか。工場で製造されてから、店舗に運ばれて棚に並び、口に入るま

での短い期間、その数日間だけは最高のパフォーマンスを発揮するように設計された食品。期限が切れた途

端にエントロピーが一瞬で増大して味や食感が崩壊する。なんと短く、儚い命だろう。だがこの駐車場で、車が

次々と入っては去っていく様を見ていると、私たちの人生のサイクルもコンビニ弁当のように短く、似たようなも

のかもしれないと思う。まるで生まれた直後からお腹を卵でいっぱいにして、命を次に繋いだと思ったらすぐに

死んでしまうカゲロウのような、あるいは１m ごとにバトンを受け渡しながら走り続ける長距離リレーのような生活

を、延々と続けている気がする。哀れだ。しかし、私たちはだからこそ、瞬間のなかに永遠を見ることができると

いうのもまた事実である。日々が目まぐるしいサイクルであるからこそ、永遠が気まぐれに顔を出して笑いかけ

てくれる。さらに言えば、絶望を経てこそ、永遠が微笑むのを感じることができるのである。 
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 コメリで買った 1mm のゴム板を円形に切り、二枚に重ね、そ

れをステンレス板で挟み込む形で新しいゴム弁を作った（図

76）（多くの人は初めから 2mm のゴム板を使っていたのだが、

2mm の板はコメリに置いていなかった）。 

  

 

 

 

図 76 

図 77 
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 図 73 の④〜⑥の作業を繰り返し、井戸枠を沈めていく

（図 77）。連続写真で見ると、少しずつ井戸枠のが低くな

っているのがわかると思う。動画なら伝わりやすいのだ

が、井戸枠を下に押すだけで、たまにズブズブッと「ご褒

美」みたいに 40 センチくらい沈んでいくボーナスタイムが

三回ほどあった。図 78を見ていただきたい。一度にこのく

らい沈むことがある。最初はびっくりして、二人で歓声をあ

げてしまった。なんたって、井戸枠が地中を進んでいく感

触が手から全て伝わってくるのである。なんだかわからん

が「地球」を感じた。深くなるごとに土の色が違った。初め

は茶色だったが、突如として緑色の層が入ってきたりし

た。 

 たかだが数メートル掘ったくらいで言うことではないかも

しれないが、地球の表面が土に覆われているというのは

本当だったのである。そして忘れてはいけないことは、

（以前報告書にも書いた気がするが）「土」という物質は存

在しないことである。それは木の葉や、動物の骨や、昆虫

の骨格や、貝殻などもろもろの有機物を微生物が長い時

間をかけて分解したものや細かい砂が渾然一体となった

総合であり、その表面にまた木が生い茂り、虫が這いまわ

り、それがまた分解され、重力によって圧縮されていく、

いわば時間そのものを、私たちの塩ビ管が貫いているの

である。 

 途中、厚みが足りないせいでゴムの踏ん張りが効かず、

ゴム弁のゴムがステンレスの穴から外側に裏返ってしまっ

て弁として機能しなくなったが、粘土質という性質が幸い

して、ハンドオーガだけで掘り進めることができた。 

 それはつまりこういうことである。オーガを回してぐりぐり

と掘り進めていき、引き抜くと図 79 のような状態になって

いる。泥が濡れて円柱に固まっているのがわかる。これを

引き抜こうとすると、井戸枠内で、注射針で水を吸う時の

ような状態になる。力が必要だが、とにかく頑張って引き

抜くと、その時井戸枠内が「真空っぽい感じ」になり、井戸

枠よりも下にある泥を吸い上げる。そうしてできた空間の

なかに井戸枠が入っていくのである。すごいシステムだ。

この塩ビ管井戸掘り機を最初に考案した人にスタンディン

グオベーションを送りたい。 

図 78 

図 79 
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←井戸枠が埋まっていく様子を伝えるために、２分ほどの作業を４秒ほどのタイ

ムラプス動画にしてみた(https://vimeo.com/792990020)。 

 

 

 

 

   

 

 

 穴がどんどん深くなっていくので、井戸枠や井戸掘り機を必要に応じて延長ソケットで伸ばしていく。図 80

のようになる。長いパイプを取り回すのは大変だが、Youtube を見ている限り、これは DIY 井戸掘りにはお

馴染みの光景である。残念なことに脚立を持ってくるのを忘れてしまったのでコンクリートブロックを積んでど

うにか身長を伸ばしているが、次回脚立は必須だろう。あと水。今回はたまたま、土のサンプルを取る時に

掘っていた穴に雨水が溜まっていたので、それを使うことができた。しかし井戸を掘るのに水が必要とは、鍵

のついた箱の中に鍵が入っているような話である。 

 井戸枠を 3m ほど埋めたところでぼちぼち空が暗くなってきたので作業を終えることにした。あまり深く掘る

ことはできなかったが、コツをつかむことはできたし、なにより井戸掘りを通して地球を感じられるという発見

があったので、成果のわりに「なにかを成し遂げた感じ」はおおきなものがあった。 

図 80 
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ご近所への挨拶 

 井戸掘りともうひとつ現場に来た目的として、今度こそ裏に住んでいる人（図 80 の右奥に見える家）挨拶

への挨拶があった。土地を購入してから半年以上経ってしまっている。そろそろ挨拶しないとまずいと、ずっ

と思っていたのだけれど、なんだか行けずじまいだった。今回は内田さんが一緒に来てくれている。この機

会を逃すわけにはいかない。 

 手土産のみかんを持ち、チャイムを押そうと門に近づいていくと、ちょうど家のご主人が玄関から入るところ

だったので、すいませんと声をかけた。 

 昨年裏の土地を買ったものなんですけど、ちょっとご挨拶に…と説明すると、「ちょっとお待ちください」とご

主人は家に入って行き、奥さんを連れて出てきた。奥さんの後ろには、黒猫（報告書第三号で登場したや

つ）を腕に抱えた青年（同じく報告書第三号に登場）も出てきて、猫を撫でている。家族総出で迎えてくれた

のである。 

 ご主人はデフォルトの表情に微笑みが宿っているような雰囲気で、口調も優しかった。担当の不動産会社

ケンハウジングの安藤さんが言っていたとおり、誰がどう見てもいい人だった。挨拶が遅れたことを詫びると

ご主人は「芸術をされていると、聞いています」と言った。安藤さんが教えてくれていたのである。 

 「なんでもね、協力できることがあればしますよ。先日は倅がご挨拶に…」ご主人がそう言うと、５メートルく

らい後ろで猫を抱えながらこちらの様子を伺っていた青年が「どうも」と、頭を下げた。青年の顔は暗くてよく

見えなかった。猫はもう、ただのシルエットだった。 

 「私どもは三十年くらい前に横浜から越してきてね」奥さんが私の目を見て微笑んでいる。なんていい人た

ちだろう。いい人すぎてこわいくらいである。 

 「ここらの土地はねえ、当時はめちゃくちゃ高かったですよ。家が建ちますからね、土地だけで」 

 ご主人は、昨年私が払った金額を安藤さんから聞いているはずだ。３０年そこそこで、おそらく百分の一く

らいになってしまった土地の値段をどう思っているんだろうか。気になったが、さすがに初対面でそこまで踏

み込むのはやめておいた。 

 「このあたりの家はね、みんな大体３０年くらいで、すこしあっちに行くと 50 年くらい。もっと向こう行くと 70

年くらい経ってますね」ご主人は西の方を指差した。 

 これからもここに通って、すこしずついろいろと作っていくので、お騒がせするかもしれませんが、よろしく

お願いします、と言ったら夫婦そろって「いえいえ。ぜんぜん！」と首を振った。 

 「ちなみに今日はなにしてたんですか？」とご主人がきくので、今日は井戸を掘っていました、と答えた。 

 「何メートルくらいですか？」 

 「今日は３メートルくらいですね」 

 すると、ご主人が衝撃的なことを口にした。 

 「このへんはねえ、井戸掘ろうとしたら、25 メートルくらい掘らないとだめですよ。いい水を出そうとしたら、

50 メートルくらい掘りますよ」 

 私は愕然としてしまった。２５メートル。塩ビ管で掘れる深さではないのではないか…？ 

 「うちも昔は井戸でね、このあたりもみんなそうでした」 

 「２５メートル…。人力じゃ無理かもしれませんね…」 

 「無理だと思いますね。業者に頼まないと。結構高いですよ」 
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 おそらくご主人が言っているのは、飲用を前提としたいわゆる「深井戸」と呼ばれる類のもので、私としては

水さえ出てくれればいいので、そんなに深く掘らなくてもいいかもしれないのだけど、この時はそこまで頭が

回らず、もしかして今日の作業は全て無駄骨だったのではないか、という不安でいっぱいだった。挨拶を終

えたあとも考えこんでしまったが、始めてしまったものは仕方がないと割り切ることにする。もしかしたら２０メ

ートルくらいは掘れるかもしれないし、掘れなくても多少水が出ればよいのだ。どうなるかはやってみないと

わからないだろう。 

 

おわりに 

 なんだか DIY レポートみたいになってしまったが、今回は軽めに、これにて本報告を終えたい。次回もお

そらく井戸掘りレポートになるだろう。いろいろと試してみたいことがある。もし井戸掘りに興味がある方がい

れば、ぜひ一緒に作業をお願いしたい。 

 

 

 

 

文責 村上慧 

 

 

 


